
Dhadeki-Salhapurの家庭と家族

―北インド農村の社会と生活(2)―

佐々木明

この稿ではJ酢を中心とするDh記ekiの家庭生活を記述する。具体的憶報を提示し・イ

ソド家族研究の主題であるHlndO　jolnt　family等の家族形態・構造の分析を行なう漁備をす

るのが目的である。それゆえこの稿では，家族内の社会関係から考えられる拡大形態の限界

について言及する程度にとどめる。目的が定性的記述にあるので，網羅的定量資料は不必要

であり，主として扱うのは」酢の家庭，象族である。前稿でみたJ磯の村内での政治的・

経済的支配性により，J酢以外の諸casteのもつ家庭・家族の理念は実質的にはJ碑家族の

模倣である。最貧層Chamarの家庭生活について言及すれば，「はさみうち法」的に中間

釦steの状態も理解できるから，この稿の記述法でD聴deki全体の家庭生活を把握できる。

前稿（佐々木，1981a）の概観につづき家庭・家族を扱う記述順序はやや特殊である。イ

ソド農村が特徴的共同体をなし，この共同体が補完的・互恵的関係にある諸casteの集合で，

各casteが特徴的拡大家族の集合であるとする定説的視点から，村の概観につづき，　caste構

成を世帯数によって表示し，各caste『の職能を記述するのが北イソド農村の場合でも標準的

である。しかし民族誌的調査の対象となった他の北イソド農村と同じく，歴史的背景から土

地占有権を独占する支配casteと，これに従属するra…頭（従属身分）をなす諸casteとから

なるDh互dekiのような社会を，補完的・互恵的権利義務関係にある基本的には均質な

caste群の集合した共同体とみなすのは妥当でない。また世帯数を表示しても，　caste（場合

によっては世帯毎）に「世帯」の定義規模がまちまちであるのは問題である。さらに村内で

の程済実態，特に中間casteの職能に関する経済項目の需給実態が不明確なのに，各ca5te

の職能を記述するのはcaste職業を過大評価させやすい。以上の理由から，　casteに関する

記述をあとにまわして，やや特殊な記述順序をとった。

なおDhadehiの」帥の家庭生活では男性の場（9h6r）と女性の場（9har）が分かれている

ので，この稿ではそれぞれでの生活と社会関係を述ぺ，最後に既存報告も総合し北イソド農

村の家庭生活と家族の拡大限界について述べた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）Ghεr

　　　　「
fh6r（ぜgh壱rna：囲う）は農具・飼料・察畜収容の空間であり・男性が生活時間の大半を

過す空間でもある。これに対しgharは食物・女性の空間である。8～10才以上の男性が

g聴rで夜を過すのに対し，女性は一生gharで眠る。　GherはJ碑に限らぬ地主自作農一般

の基本的財産で，gher建設はi持参金（古くは婚資）準備に次ぐ最重要投資項目である。　Gh§r

とgharとを別置する理由は，　ghar内に収容しがたい家畜・大型農具の管理といった単純な

項目にとどまらない。J群女性が自分の家族以外に顔をみせない・つまりpardahを守る

（pardah　manna）ために，女性のいる空間と来客男性・雇男の出入りする空間を分離する社
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第一図：Gh邑rの基木的間取り　　　（1／300）

会的必要があることには，特に注意すぺきである。

第一図は必要最少隈の9h6rの基本的聞取りである。現実の間取りは敷地と道路との位置

関係によって決まる。この間取りに対応するJ酢家族の構成員数は5人，Chamarの常傭農

業労働者1人，1雄牛2・雌牛1・水牛ユ対’からなる家畜群が対応する。総面積約300皿3で，

151nと20　m程度の長い壁がかこむ長方形の敷地に日乾レγガで部屋（kamra）をつくる。束

の㈹9壱1ri（sL狐1）gail：4購扉の出入り口）のすぐ右手に（B）bai㌻akk（くbal加a：座る）が

ある。㈱には，家畜の出入り・侵入者を発見するために一名の多くは老人，または犬が座う

ている。㊧）は男性客用の客室兼男性の寝室（冬期）である。敷地の約半分を占めるのが家畜

をつなぐ◎sallan（㈲中庭）である。⑨の周囲に，牛車（boggi）の部屋（D），冬期飼料の麦ワ

ラ（bh面s）の：部屋㈲，厳i寒期に家畜（pasU：st．　H．　pashu）を入れる部屋（F），雨期・乾暑i期に

牛をつなぐ㈹ku麺（小屋がけ）をつくる。西北隅に後述の㈱gharがある。㈲の出入り口と

い）は一直線上になく，㈲の内部を外から見通せない。現在のJ融は96rhを焼成レンガで

つくり，（A・BD・．E・E）の面積は約2倍，㈱もヴニランダ風で，トラクター用車庫・

道具用納屋・病畜用部屋等を設け，（O）には飼葉切り機の動力源となるpa4（thre5hing　pan）

をおくから，大きなものは第一図の4倍の面積をもつ。

相続に際しては外壁をそのままにして，内部を分割し，それまで単一のghar・gher複合

を収容した敷地を内分し，新しいgh已rの部屋及びgharをつくって，旧いものとあわせて

必要な数の複合を設ける。内部に分割壁をつくり，別々の㈲を設けると分割が終る。何年か

たって各々の家族構成員数と家畜数がふえると別々の方向に壁をひろげ，部屋をつくりたす。

周囲に適当な空地がない時には，相続した敷地を近親者に譲り，集落の周辺に空間を求める。

その過程で・集落中心部にあるgharから離れてg脆rをつくる世帯が生じる。Gharとghe

rの分離状態は次代になって，末子が中心部のgharを相続し，他の兄弟達が周辺部のg驚r

を相続することによって解決する2）。前稿註⑦に記したように近世以降，集落外縁が税制

上固定され，そのなかでJ酢は中間casteにかこまれて居住していた。近代的人口増加が

始まると，村内の富裕層でもあるJatでは勝に増加率が高いので，かなり余裕のあった中心

部の居住区も飽和状態になり，中間るasteの住居の外側の尉辺地帯にgh6rをつくり，やが

てgharを設ける必要が大きくなる。一つの父系集団をなすDhadek五のJa㌻内の近縁世

帯間の近隣性が上記の過程を経ることにより不連続に低下する。つまり近代酌人口増加は
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dominant　ca5teと中間casteの混住による居住区の身分性を不明瞭にさせるのと同時に，

近縁世帯間の特別な関係の消滅を加速する。Gh6rを手離す場合に，優先的に近親に渡す3）

ことも特別な関係の消滅を遅らせる要素ではない。

Dh記eklのJatは，共通始祖Dh記証と父系でつながるSa1江r姓4）の世帯からなり，各世　　　　　　　層

帯間に身分的優劣関係をみとめない。この原則は，一方で近縁世帯間の特別な関係を急速に

消滅させると同時に，現実の農業経営規模とそれに基づく収入が父系集団内部の家系群毎の

世帯増加の大小による相続土地量の偏りとJ酢世帯間の耕作・経鴬や撞売買とにより著しい分

化をみせるにもかかわらず，各世帯間が同一の資格でJ礁社会を形成している，という強い

意識を生ぜしめる。Sa1巨r姓世帯の聞の優劣関係を認めない原則は，　J碑男性間の厳格な秩

序と複合しているから，この原則が特にhori　zOntolな意財そを持つとみるのは妥当でない。

J酢男性間では年齢秩序が明瞭で，一般に年長者の発言を年少者は無視できないとされる。

近親間では特に厳格で，子供は父親に叱責されてもgh6rの隅で泣くだけで，成人後もロ応

えする者は非難の対象になる。

年齢秩序は性による秩序と組み合わさってJ酢全体をおおう複雑な規制複合を形成するか

ら，性的秩序についてここで簡単に言及する必要がある。J酢女性が自分の家族以外の男性

に顔をみせないpardah5）が性的秩序の塾本であることを既に述ぺた（佐々木，1981b；P294

血2）。ただしこのことは女性がgharから一歩も出ないことを意味しない。耕地でcham百r

その他の農業労働者を監督したり，または自ら特定種の農作業をする夫の所に，妻・娘が食

事をもっていくのはかなり日常的である。pardall規制はこの場合，途中で家族以外の男性

に会った時に顔をみせないようdush翫1江（ショール）で顔をかくすことを意味する程度であ

る。しかし，その意味は決して小さくない。Cham翫等の農業労働者世帯では女性が朝から

食纂をもって耕地で働き，雇主であるJ碑等の地主自作農男性が近づいても，目と手をつ

かって農作業をしているためにpardahを守れないことを考’えれば・ショールを用いた

pardahが特別な意味をもつことを容易に理解できる。

Pardahにより隔離された女性の間にも，男性間と対応する年齢秩序が存在する。二つの

序列の接触は制限され，近親者であっても男性は自分より年上の嫁入女性としか話ができな

い。二つの序列が複合される場合には，男性の秩序が先行する。女性の年齢順位が絶対年齢

によらず，夫の年齢によるのはその表われである。つまり兄嫁は弟嫁より実年齢で年下でも

年長者として扱われ，弟より実年齢で年下の兄嫁はその弟と話ができる。全員を一列になら

べる時も同様である。外出する場合，原則として家族の成年男子（実際には夫）同伴でなく

てはならず，その際には男性が前，女性が後を歩き，男・女とも年長者が年少者よりも前を

歩く。牛車にのる場合には，男性が前，女性が後に座り，それぞれ年長者ほど前に座る。儀

礼用の特殊な会食を除くと，食事を一斉にとることはなく，交代にたべるが，その場合年少

者は年長者のあとで，女挫は男性のあとでたべる。食事の序列から未婚者は除かれるから，

最後に食事をとるのは，最年少既婚男性の妻，つまり「嫁」である。

G窃hに出入りするのは性・年齢秩序により1頂列されるJa㌻6）だけではない。非J融で最

も多いのはCham5rの使用人（男性）である。かつては同じ村の特定Cham翫世帯が従属

身分として各J礁世帯に附属していたが，現在では世襲的雇用関係はない。それでも同村

のCham諏を雇入することが一応規範になっていて，他村だけから雇入するJ酢は非難さ
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れる。Ghaをもつ地主自作農は必ずCham翫男性の労働者（ma2dUr：（P））を長期・時によ

っては短期雇入する。Cham5r労働者は9鳶rhでも差別され，⑧baitakkに入らない。ただ

し半額で雇われるCham翫男児は仕事によって，（B）に入ることがある。日中家畜を放牧す

るのはその家の男児またはCham亘r男児で，扱いかたは他の場合と変わらない。同じ村の

中間casteはgh6rに入ることはできるが，家具の上に座ることができない。床・地面に直

接座るのは被差別の象微なので，ghεrに入った中間casteはたったままでいる。

以上でgh6rでの行動の規範を村内男性について述ぺたので，他村男性について言及する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・d複になるが家族女性が顔をかくしてgharへの出入りに横切る場合，及びその家族の最年

長男性の妻が家族以外の男性がいない時に用事に来る場合η以外，gh6rに女性が足をふみ入

れないことを強調しておく。他村の非差別caste男性が入ると，席をすすめられる。他村の

被差別casteは地面の上に直接座らせられる。手頃な椅子がない揚合が多く，普通はcharpai

（簡易ベヅド（P）原意「四脚」）に座るようにすすめる。座った客が同じcasteであればhukk翫

（水煙管）をすうようにすすめ，すすめられたらすわなくてはいけない。座らない客は自ら

中間cas陀であることを表示しているのだからそれ以上の行動をおこす必要はない。水煙管

をすすめてもすわないのは他村のdomi　nant　casteではあるが同じcasteでないことを表示

　　　　　　1ｵているのだからやはりそれ以上の行動をおこす必要はない。同じcasteで客が年長なら必

づ上座（簡易ベッドの頭側：sarhna：st．　H．　sar・（or　sir・）han証くsar②頭）にすわるように

すすめる。

Ghεrの一日は季節，月齢により多少の相違はあるが4時半頃から始まる。前夜，隅につ

んでおいた飼葉をカゴに入れて家畜に与える。J酢自らが作業する極農繁期以外には，常傭

いのCham翫rがこの仕事をする。　Cham翫rが仕事を終える頃にはJ耽も簡易ベッドからお

り，ni皿の枝先をおって口を掃除し，用を足すために，空き錨等に水を入れ，特定の畑に

行く。水たまりの多い雨期には水をもっていかない．特定の季節を除き朝食をとらないで，

家畜を放牧に出し，耕地に出るから，6時頃迄にgherは最低一人の老人と数頭の家畜を
残して無人になる。最年長女性がgh6rに来るのは人の少ない午前中に多い。疫閑期には隣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聾

ﾟ所の老人達がgh6rに集まり，終日水煙管を喫い，啄話やトラγプ（tas：s亡．　H，　t酌h），

勝負の上の喧嘩で賑やかに過すが，その逆に極繁期には老人も収穫物の運搬・売却，場合に

よっては農作業の監督に動員される。女性が家司下に忙しい午前中，幼児をgh邑rにつれてき

て，老人がしつける8）。昼一gh6r，夜一gharの幼児生活は，近所の子供達と遊び仲間をつく

るまでっつく。女児がその年齢に達するとgherの老人はpardahを守りgh6rに入らぬ様

に注意する役目ももつ。

昼食時には男達が戻ってくる。畑に出ていた者は昼食前に水浴する。前述の順序に従うて

gharへ行って食事をとり，ghaに戻って昼寝をするのは12時半～1時頃である。簡易ベッ

ドを（日）baitakkにおき，昼寝がおわると（o）sahanに出す。冬には｛〔9においたまま太陽光で

暖をとりながら眠る。昼寝の長さは労働の質・量によって異なるが，一一時間程度である。早

朝・日没後に農作業をする時には，午前申にも短時間休むことがある。使用人は自分の家で

休むが，耕地で休むことも多い。他村からの通い被雇用者が⑨sahanの片端で休むことも

ある。昼寝後の時間は，村の小路を男達が歩きまわり，所々のgh6rで立ちどまって話をす

る社交の時間である。床屋がほぼ定期的に来るのもこの時刻である。この状態は牛が放牧か
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ら帰る4時半頃までつづく。極繁期にはこんな余裕のないのはもちろんである。

日没までに家畜の世話をすませ，男達はやはり前述の順序でgllarに食事をとりにいき，

8時頃までにgh6rに戻る。夕食後に活動するのは「非常事態」を除いてなく9），すぐに就

寝する。眠る前にgharから牛乳をもうてきて，若い男性が一人一人の簡易ベッドをまわっ

て一杯つつのませる。昼寝も含め簡易ペッドの置き場所と出し入れはgh6rでの生活に季節

感を与える重要な要素である。11月第4遇から3月第1週（Diwaliの祭りからH61iの祭り

まで：佐々木，1981c参照）の間は寒くなるので，⑧bai㌻akk内に置き，残りの期間は室内

が暑く蚊が集まるので，㈲の前の◎sahanにおく。ただし寒くない期間の一部は爾期にあ

たるので，雨が降っている時間は⑧内におく。この場合でもできるだけ野外で寝たがるので，

深夜に簡易ペッドの出し入れを行なうことが多い。

若い男性が収穫した穀物をとりあえず耕地周辺におくとき盗難を防ぐために畑で眠ること

がある他は，9harで母親と眠る幼児を除く全男性がgh6rで眠る。　Gherでは食事せず1°），

前述のよう噸々にgh融rでとるから，9h∈rでのco㎜en艶lity蹴寝前の牛乳以外に職

密には存在しない。またgh已rで眠る全男性間｝こ厳密な財産の共有が存在するのでもない。

例えば同じ（O）sahanの家畜のうち雌牛と子牛のみを共有し他を分有する所有者達が同じ

gherで眠ることがある。したがって9h§rを同じくする男性の問にみられる一体感は・同

一敷地・室内で眠る「共眠的」感情とでも呼ぶべきである。この「共眠」集団内でJ碑に一

般的な年齢秩序を表現するのが三itである11）。同一gh5rで眠ったことのある（またはそう

みなしうる）年少者が，年長者に敬意を表する定型的動作で，年少者が年長者の前に蹉き，

自分の額にあてた手を年長者の足に触れる行動をくりかえすのがj1tである。

Gharはhome・house・residenceなどと訳され（Chaturvedi；1970），逆にhousehold・

familyの訳語としてこの語からの派生語であるgha画n甑がpariwar⑧とならんであげられ

る（Sanskaran，1971）ように，標準Hindiにも採用された伝統的畏村での「いえ」相当語

である。具体的には台所（及びそれと重複する「食堂」）・寝室等を一体的に指す。その他

に祭ネい儀礼の場であることにも注目すべきである

（佐々木，1981c：p．29）。第一図の西北隅にはめこむ ’

ようになったgharの最小間取りを第二図に示す。13
｛P）　　　　くL， （ω

m強平方で，三世代5人よりなる線型拡大家族（hne・
｛k｝

ally　extended　familyNご対応するのは第一図と同様で

ある。
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る。㈹は寒い時期以外就寝場所とされ，㊨で眠るのは く，）（M）1

冬だけである。昼寝がその逆になるのはgherでの㈲

u鰍≠汲求|一◎sahanと同様である。室内での儀礼は（【⊃ 第二図：Gharの基本的間取り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1／150）で行うことが多い。二つの寝室的空間（K十L）をL
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字型に配置するのは，お互いを見通さないためである。Gharの外周を小さくする彦）が防犯

その他の理由で好ましく，（K＋L）を増築するには（」）maid奇nを囲んで配置するのが合理

的で，必要があれば（K＋L）を居住iする基礎家族数だけ設ける。缶Oru5ai（st　H．　rasbl）

は任Obaramdahと同水準の床面の台所で，㈹は食品その他家事に必要な物置である。（P）は

穀物室である。農村に大量貯蔵される基本財である穀物は盗犯の主対象であり，夜間に非常

に堅固とはいえない日乾レソガの壁をひそかに破って盗むことが多いので，その音を早くき

きつけるように（K十L）の配列された角に㈲をおく。⑨は燃料小屋で，不衛生な乾燥牛養

（uplのを用いるので，出入り口に近く設ける。

Gharの基本的間取りとしてもう一つの第三図のCham翫のgharを

あげる必要がある。Gh壱rのほとんどが」酢のものだから1前項では
lL）　　　　J砒のもののみを説明すれば充分だったが，　gharでは第一図よりもは　　　　　　　　■

るかに小規模なものがもう一つの基本的間取りになっている。それが

叫　　撫礁鎌轟纏謬我1諮諜欝ζ郷雛
一一一凸重　　　多くなく，平均寿命が短かく夫婦が複世代累積をみせないから，同じ

（N）1　督　　gharに数世代住みっづける例外的揚合でもωは単一でよい。厳寒期以

＿⊥勉＿1　　　外はのの庇の下で眠れるから㈹は不要である。同様に⑨も小屋掛けで充

Cha幅rの　　　収納する⑨が不必要で，周囲に壁がないのでσ｝中庭もない。第二図と第

ghar（1／150）　　三図の比較から，　dominant　casteから被差別cagteに至る全村民に共通

した間取りを確認できる。それが一つの基礎家族に対応する（（K＋）L）

＋（M＋N（＋Q））の組み合わせであり，基礎家族が複合するとn（（K＋）L）＋（M＋N（十

Q））の間取りとなり，J耽では幾業経営と外壁の存在がn（（K十）L）十（M十N（十Q）十（の

十（摯））の間取りをとらせると分析できる。

以上から明らかになるのは建造物gharが基礎家族と対応する空間配分を基本とすること

である。普遍的な「家族」の概念に最も近い意味で‘ghar，を用いる（Eglar，1960；μ32，

7の場合，社会集団としての’ghar’が拡大的であることもあれば，そうでないこともある

が，基本的にはどの‘ghar’にもみられる単位的な基礎家族を指すとみるのが妥当である。

単位的基礎象族は（K＋L）に対応し，社会契約上は結婚（shadi）とともに成立するが結婚

直後から妻は夫側に居住しないから，実質的な成立は結婚式と同時でない。Gharでの同居

が始まるのは，妻が10代終末，夫が25才前後のことが多い。それまでは「既婚者」ではあっ

ても，互いの親のgharを訪問しあう。妻が夫のgharに来ると夫はgh6rよりもgharで休

むことが多くなり，やがて子供が生まれて基礎家族が成立する。一組の（K＋L）に住む基

礎家族の内都に子供が蓄積され，基礎家族は10～15年聞量的に拡大し，そのあと第二世代の

結婚によって縮少し，夫婦の死亡とともに消滅する。

以上は独立した‘ghafの1ife　cycleであるが，場合によって基礎家族は拡大家族の構成単

位である。この場合には拡大家族全体が1つの‘ghar’であるが，その内部では単位間を男

性成員が自由に動くことをpardahが規制している点が特徴的である。一つの書ghar’として

の一体性を，異なる単位間の集合的教育対象としての子供と，拡大gharの中を無制限に移
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動できる女性12）とによって表現できる。近隣の同ca5teの女性・子供も他の8harに入るこ

とができる。ところが男性にとっては自分の属する単位的基礎家族のみがlil由に会うことの

できる範囲である。つまり拡大｛家族は男性部分と女性部分に分劇され，それぞれが一体的感

情で統合されてはいるが，二つの部分が接触するのは男性が食」1…：をとりにいく時だけ，とい

う原則が「タテr・エ」になっており，しかも特定の接触範囲が設定されている。

Pardah規制があるために，拡大家族内部にはいくつかの定型的行動が観察される。食事

をとりに自分の夫より年上の男性がgharに入ってくると嫁入女性は急いで，他の部屋の中，

ドアのかげ等に隠れ，息をつめる。不測の遭遇を避けるために成人男性がgharに踏みこむ

時には，出入り口の扉の前で幼児の名前を呼び，または咳払いをして，入る者がだれかを諒

解させなくてはならない。時刻によってはgharの女性が服をつけていないこともあり，簸

者も黙って入ったら中庭で主婦が入浴中だった経験がある。拡大家族が分裂して一代経つ

と，このようにしてもgharに入れなくなる。危篤・葬式が他9harの人を入れさせる唯・一

の例外である（佐々木，1981b言p302）。単位基礎家族が複数集合して，一つの台所で交代

に食事する場合には，いつれの構成員も‘ghar　ka五dmi’とよぶから，拡大家族全体が‘ghar’

であるのは確実である。しかし特定の成人男性を中心に考えると，拡大家族女性が居住iし生

活する‘ghar’は単に入っていくことのできる空間にすぎず，いつでも入って自由に接触し家

庭生活のおくれる‘ghar，は単位的基礎家族に限定される。

単位的基礎家族と拡大家族の家族的結合の水準の相遼を明確に物語るのは親族呼称である。

単位基礎家族以外では拡大家族形態の有無にかかわらず，reference　term13）とadress　term

は同一であるが，単位基礎家族内では二つの用語に分化がみられる。子供は母親をbibbl（＜

旋ibu（Punjabi）Z），　am㎜ji，　bewi，父親をbapPU，　chaccha（くFyB），　babuji（やや新しい

用法）と呼ぶ。夫婦が相互を固有名詞でよぶことはなく，妻は夫をji，　unhさとよび，夫が

妻をよばなくてはならない時には，子供が母親を呼ぶ用語を借用する。両親が子供を，また

は子供同志がよぶ時には固有名詞を用いる。時にzをbibbiji，　bubb西，　Bをbhai，　bhaiyaji

とやや譜誰的によぶことがある，同居父系並行従兄弟・姉妹にもこの用法を拡大的に援用す

る。住居pardah規制・親族呼称の分析から結論できるのは，北イソド農村居住者の家族の

基本的な形態が基礎家族的であり，拡大家族は所与の条件を満たしつつ拡大できる二次的な

形態である，ということである。この点については③でさらに考察するが，以下ではghar

での生活をより具体的に理解するために，いくつかの項目について略述する。

Gharの一日は非常に早く始まる。女性が男性よりも早くおきて暗いうちに特定の畑まで

排便にいくためである。非差別casteの女性は原則として日中gharにいて，排便のために

畑に出ないから，日中の排泄はfasla（牛の飼葉おけにつかう鉄製の浅い丸皿）に灰をしき，

使用後また灰をかけ，gharの出入り口附近におく。畑に出られない病人・老人も同じ方法

をとる。朝食をとるのは一般的でないから，それに関連する作業はないものの，11時頃まで

は早朝のgh三（パターミルク）造りに始まり，衣服修繕・精米・粉ひき・野菜切り・香料と

調味料の準備・糸とりなどで忙しい。11時頃から昼食の準備が始まり，1時頃まで昼食がつ

づき，食後はミルクをあたためる。昼食をとるのと並行しながら準傭し・最後に「嫁」がた

べて終了する。原則として男性がgharに入って食來するが，時にはgharからgh6rまで

男子に食事を運ばせたり，女性がgharから畑まで運ぶこともあるのは前述したとおりであ
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る。昼食後1時半頃までに水浴し，その後昼寝をする。起きると簡単な手仕事をしながら集

まって雑談する。4時近くに牛乳をあたため，約半分を男性用としてgherにもた・せ，残り

を自分達が飲む。4時頃から夕食の準備が始まり，6時頃から男性が交代で食べ，その後で

女性が食べる。日中はgharの外に出られないが，日没後近くのgharで数世帯の女性が集

まって話をすることが許されている。Gh6r同様，就寝前に牛乳を飲む。

Gharが幼児教育の場でもあり，gharの状況とgharを中心とする子供達の社会を媒体と

して，身分的分化を再生産するのにも注目する必要がある。子供達の社会が非差別casfe

（J碑と中間ca5te）の子供達と被差別caste（主としてChamar）の子供達のそれに二分され

ることは一見して明らかである。幼児期では母親が9harを遠く離れることがpardahによ

りできず，近隣の（同一caste）世帯に限定される。やや大きいJ碑の子供達が野外で遊ぶ

場合，J碑だけで遊ぶことが多いが，このcaste完結性はJ敬が最大casteである結果で

あって，同じch翫rpaiに座らなければ，非差別casteは原則として一緒に遊んでよい。中

問casteの世帯数は一般に少なく，単独で遊び仲間がつくれないから，　J敬の子供と一緒

になることが少なくない。各々のcas把の人ロ規模の小さかった近代以前には遊び仲間の

　　　　　　ヒモ≠唐狽?ｮ結性が現在よりも低かったとみるのが妥当であり，その状態ではJaレ中間caste

を含めた非差別caste全体の連帯感が今より大きかったとみるのも妥当である。

非差別casteでは母親が賃労働に出ないので，家庭で幼児教育を行える。なかでもJ延で

は顕著に平均寿命が長く，前述のように子供達が幼児期に老人（多く男牲）と接触すること

もあり，被差別casteの子供に比し，一般に幼児期の発達が良好である。中間casteでは成

人男性の家内労働時間の長いcasteで状態が良い。　Cham誕rでは平均寿命が短かく，母親も

賃労働に出て不在がちなので，J勘のような家庭教育が不可能である。中間casteの比較的

条件の悪い部分でも，caste毎に住居カミーケ所に集中する傾向があるので，その居住区に老

人が一人いれば家庭教育を多少助けることができる。ところがChal順rでは上述のハソデ

イキャップに加えて、人口の社会移動が大きくて親族組織が発達せず，中間casteに比する

と住居が散開し，親族が集住する傾向が小さいので，幼児達にまで目がとどかない。また学

齢期に入るころから雇われて働くので，年長の子供達が幼児に影響を及ぼすことが比較的少

ない。Cham五rのこの環境から子供達は，ただ集まって，水・泥をかけあい，棒で土をほり，

追いかけるといった単純な遊び方にかたむく。被差別cagteの子供達の遊ぶ様子は子供らし

い喚声にあふれているが，やや自虐的な印象をも与える。この印象は夜になって酒を飲み居

住区で騒ぐ大人のCham江rとも共通している。

Ja㌻の子供達の遊びは多様である。屋外での男女一緒の遊びは年少者が行うので具体的な

ルールのあるものが少ない。雨期には池の周りで遊ぶことが多く，やや年長の男児の中には

汚水のまじる溜池で泳ぐものもいる。食事を狙うカラスをつかまえたり，イソコをカゴに入

れてかったり，乾期に水が干上ってはい出した池の亀を遊び道具にすることもある。学齢期

に入る頃からの女子の遊びには石けり，あやとり（tirk1），綱とび（rassのがある。男子の遊び

は多く二人で行う。特に人気のあるのはicchi　4anoaとb6k－bakriである。　Icch14an¢a

には二つの道具をつかい，それが語源である。まずAが穴をほりicch1（木片）をおき，これ

を4an4a（「上腕」が原意）ではねとばし，』Bが着地したicchiをひろい，その場でOan⑫

を用いてまたはねとばす。瑠がはねたiechiをAが空中でとると最初に戻る。とれない時に
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は着地したicchiをAがその位置からもとの穴の上においた4an4aになげあてる。あたる

かまたはあて損ねたicchiが4a1刈aの長さよりも短かい半径をもっ穴中心の円内にある時

には最初に戻る。上述の円内に出た時には，A・Bがそれぞれ三回つつicchiをとばし積算

距離の長い方がはね手となり最初に戻る。

B5k－bakri（雄山羊一雌山羊）は対局者を山羊にみたてた一種のはさみ将棋である。三重

同心円に8本の放射線をひき，24の交点一つ一つに小石をおく。ルールは（D小石を一つづ

つ動かす，（ii）相手の石をとびこした時にその石をとる，の二つで，相手の石をできるだけ多

くとるのが目的である。あいている中心点に石を動かすと勝負が開始する。Bok－bakriは村

の子供達が行なう最も知的な遊びで，主としてJ酢の学齢以降の子供が行なう。他のca　8te

では複雑な遊びのできる年齢には家計を助ける必要が生じる。この他に祭りと関連した遊び

がある14）。

（3）Ja㌻家族の拡大性

」酢家族の基本的形態が基礎家族的であるとみられることを前項では住居・pard且h規制・

親族呼称から結論した。この項ではJ棋家族の内部構造から，拡大家族が内部的緊張の高

い不安定な存在であることを述べる。拡大家族内の緊張は，父系社会の構造的弱者である嫁

入女性に典型的にあらわれる。これが定型化されたs5s（‘mother－i　n－la、Ψ’つまり嫁姑）関係

である。若い嫁入女性が夫の母親に服従するというこの原則は，男性間の年齢秩序と同類型

であるが，男性間では血縁的，または前述の「共眠的」一体感が権威的服従をある程度緩和

するのに対し，嫁姑間では心理的葛藤・内部的緊張が極度に高まる。また拡大家族内に嫁出

すべき女性がいると，この女性が生家では女性間の年齢秩序に拘束されないので，若い嫁入

女性の緊張の大きな原因となる。つまり拡大家族形態をとるかぎり，嫁は姑の権威主義的抑

圧と夫側未婚女性の心理的圧迫をうけつづける。Pardahにより夫の同居親族で夫より年少

の者と話のできることが，この緊張をときほぐす定型的な関係を準備するとはいえ，s5s関

係にみられる拡大家族内部の社会関係は，J酢家族の拡大性を疑わせる。

拡大家族内の緊張の象徴である頗s関係は性と年齢の総合的規制・秩序であるpardahの

具体的表現である。一方pardahは女性をgharに隔離し，家族の男性以外に合わせない15｝

規制とみなされるから，拡大家族内の緊張が女性，特に若い嫁入女性に集中するかの印象を

うけるが，男性にとっても拡大家族が大きな心理的負担となる。これまで明らかにしたよう

に，男性にとってgharは自分の基礎家族のいる場所であり，拡大家族を形成する場合には

年長老の妻と話のできる場所という副次的意味が加わる。それゆえ，娘が嫁出し，妻に先立

たれた老人にとってgharは食事をとるだけの場所になる。インドでは一般に女牲の平均寿

命が男性より短いので，この事態の出現頻度は高く，場合によるとかなり長期間bai㌻akkで

寂しい時間を過すことになる。老人がこの状態を解消するには若い女性と再婚するしかない

が，拡大家族内の心理的増大を倍加させることからもこの手段をとりにくい。

内部的社会関係から生じる緊張関係を解決する構造がほとんどないのにも係わらず・二次

的に拡大形態をとる強い傾向があることは，J酢家族の基本的形態が基礎家族的である一方

で，拡大形態を支持する別の原則が働いていることを想定せしめる。前述のように単位的基

礎家族は親族用語上特徴的範囲を形成するが，拡大家族も同様に特徴的範囲として用語図表
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上に同定できる。J碑畏村が濃密に分布する地域の親族用語は方言的変異を除き均質で第四

図に示したreference†ermにより構成される（cL　Ansari，1959；P76，　Le砥1971；μ

550，Vatuk，1969；Pμ98～100，1972；Pμ791～792兀通常みられる拡大家族を形成し，内

部で1皿rdahを守る可能性のある範囲では，　FeB・FyB，　eBW・yBW，　HeB・HyB，　HeBW・

HyBW，つまり年齢順位を弁別できるように準備してある16）。　Egoより下の世代では基礎家

族内と同様，図の用語をreferenceに用いないので，年齢順位を表示しないが，同じかまた

は上の世代では図の用語をadressにも用いるので，年齢順位がいつも意識される。

Reference　termに表われた二次的拡大形態支持原則のovertな存在理由が拡大形態内で

のpardah順守にあることは明瞭であるが，より重要でco鴨rtな存在理由を広域政治関係形

成に求めるべきである。Reference　termをadressに用いる必要のない，関係の自明な基礎

家族内の関係と，拡大形態内の最年長男性を頂点とする厳格な年齢序列（Luscllinsky，1961；

p．302）とは明らかに異質であって，後者は二重・三重の姻戚関係を通じる拡大家族擬制を

展開することによって，村落間政治組織を形成する（Pradhan，1966；μ120）中世的機能を

有している。つまり拡大形態はdominant　casteがもつ伝統的政治関係が家族に投影された

ものと考えるべきである。Gharでの女性間序列を衷示するのにjitを用いる（Gideon，19

62；p．1223）のは，親族に限らず一般的な男性間序列を表示し，行動を定型化して広域組織

を可能にするjitを拡大形態ghar内にもちこんだものといえる。基礎家族内に権威主義的

支持原則がもちこまれると，性関係が抑圧される。Gh6rで眠る夫がgharの妻を訪ずれる

のはgh6rの男達がねしずまった夜中で，明け方以前に部屋を去らなくてはならない（Lu5・

chinsky，ユ961；1L　301）　とされる。

拡大形態をJ耽にとらせる権威主義的原則が，北イソド濃村の支配構造に密着した支配控　　　　　　■

の象徴であることを以上から理解できる。したがって，弱少caste群では拡大形態をとりえ

ないことを容易に推論できる。Do㎡mnt　caste以外では（1）不動産が頂Pこ占有されるた

めに男女の眠る場所を分割できないので，gher・gharの二本立てによる拡大家族形成がほぼ
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不可能である1乃，（ii）成人する子供の数が少なく，また多くても経済的基盤が脆弱で一つの

世帯に集合させて就業できないので，他に移動し11eo1㏄alな居住に傾く，（iii）男女とも成

人する子供の数が少なくpardahを展開すべき人的資源がない，等の現爽的原因から，拡大

形態が稀であり，結果的に単位的基礎家族が家族形態の最大枠になりがちである。

J酢家族の一次的形態を基礎家族的と考える上で，拡大家族の男性構成員に一体感を与え

るgh6rは支障になる。しかしghaは必づしも伝統的と考えられない。　Ghar－gh6r両居制

は北イソド西半に広く分布し（SriniΨas，1965；p。555），　cllaupal（sL　H．　chaupahb？＜chau

（4）十pahlロ㈲：面）：「4面を壁で囲んだ」の意か）・baitak等とよばれる。　Gharが村の中心

部に・9h軌が周辺部に（Singh＆Pareek，1966；P55），次々に立てられ，集落が拡大し

（Pradha　n・1966；耳20），男児が12才前後でgl1邑rにうつる（Ma　lldelbaunl，1968；耳3D等

の慣習・現象が北インド各地にみられるから，gh己rがJ融の間で一般的に用いられたかの

印象を受ける。しかしPanjabではgh窃相当の男性用｛guest　house’（bai書akの英訳）は村

会を開くchaudhri（村長）の地位の象徴であり，村に一つしかない。　Baluchistanでも男性

1専用の独立建造物が村に一つしかない例が報告されている（Papanek，1973：μ294）から，

現在のようにgh6・を雌の全世帯力豊つくるようになったのは，提村綴斉力徳速に改善され

た19c後半以降（佐々木ユ980：P．97）の現象と考えた方が妥当である。　Gherが壁に囲ま

れた独立した居庄空間として普及する以前には，J融男性も大部分の時間をghar内または

gharに隣接した小さなbai郵akkで過したとみられる。拡大家族形態をとらなければ，　pardah

規制も単純なので，特に間取りを大規模にしたり，定型的行動をとる必要がないのも明らか

である。

Hind員joint　fan五ly論では家父長権が強調され，結婚後も息子達が拡大家族をっづけるこ

とを定説的に主張するが，北インド農村では「家父長権」の存在が基礎家族の一次性の支障

にならない。確かに結婚後5～7年位，既婚の息子は父親の命令に服従する（Pradhan，19

66：P．62）。が，このことを逆にみれば結婚後10年以上経てば父親が家父長権を喪失すると

もいえる。前述したように高瀕度で妻に先立たれた独身老人が発生し，家庭から半ば切り離

されることが少なくない。また結婚年齢がそれほど高くないから，既婚男子が父の家父長権

から自由になるのは予想外に早い。つまり終生決定権をもつ父親の統率下に生活することは

J町では稀で，複数の同居既婚兄弟は相互の対立があれば，同居者内で調停する者がいない

ので，簡単に別居する。複数の既婚兄弟が同居し，かつ父親が終生決定権をもたなくても，

特定の既婚男子を選んで父親が家父長権を移譲すれば，別居分住を抑制できる。しかし特殊

な例外以外，厳密な均等分割が志向されるから，家父長権が継承される機構は存在しない。

北イソド農村の「家父長」は，それゆえ実質的には基礎家族の父親であった，とするのが

適切である。この父親の統率下で女性を含めた全員が農業経営に直接参加することにより，

一体感を強化していた。現代のJ雛女性の労働は家事に限定される（Eglar，1960；P59）

が錐作業忌避思想は独立後に普及した（Nath，　K，1965：P．813）もので伝統的でない。

Pardahにより女性は家族男性以外に顔をみせないが，このことは女性が農作業一般を行な

わないことを意味しない。視界の広い農地で象族男性以外が近づいてくれば顔をかくして作

業を中断できる点が，Jatとf乍業継続を強制されるChamまrとの相違である。雇入労働

者が農地にいる農繁期（梨耕・播種及び収獲期）以外のほとんどの農作業を女性が手伝い
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（Mathur，1968；p262），家畜の世話も手伝った18）。現代でも，他家女性と合うのが早朝排

便時・日没後に限られる（Luschi　nsky，1963：μ67）一方で・集落・農地間を往復するのが

認められているのは女性の作業参加の残存である。嫁入女性は拡大家族の夫より年長の男性

と作業できないから，J町女性の作業参加が，農作業・農業経営が基礎家族単位であること

を前提にしていることにも注目すべきである。

以上の考察からJ酢家族が基本的には基礎家族構成であったことを結論できる。家屋・

親族用語・労働力分配等からみて基本的構成が単婚的である（Luschinsky・1961；P301）の

は明らかで，拡大形態は雑多な理由から（Pradhan，1966；P61）単位的基礎家族が集合し

たものであるとみるのが適切である。ここで基礎家族構成が「基本的」であったと表現する

のは，J酢家族を定量的に扱えば，基礎家族構成が過半数に達した，という予想を定性的に

表現しているのであって，Ja㌻家族が「本質的」に基礎家族構成であったことを主張するの

ではない。家族が基本的に基礎家族構成であるのはむしろ当然であり，J酢および北イソド

農村居住老の家族を社会人類学的に考察する上で重要なのは，二次的な拡大を可能にする原

則の究明である。この稿で，この原則を単に政治的機能をももつ権威主義的原則とのみ述べ

て，それ以上の分析を後稿に譲るのは，この稿の冒頭に述ぺた目的によるのであって，上記

原則の究明が完結した，または不要であるとみなしているためではない。

現在でも各種の拡大家族が少なくなく，また民族誌的調査がなされるようになった時点で

の被調査者が直接体験できた最も古い時期の北インド農村に拡大家族が今より多少多かった

可能性は否定できないから，拡大家族が分解して基礎家族になりつつあると農村居住者がほ

とんどどの場合にも述べるのが，必づしも不正確であるとはいえない。ただこの分解傾向が

一時的ではないが近代的現象と考えるのが，北インド経済史から考えると妥当である。J酢

の各世帯にgherをつくらせるようになった農業経済の発展過程では，盤業経営による収益

の大部分は，経営の拡大と生産の増大にむけられ，住宅投資のようにコストが高く，経営効

果のない経済活動はどちらかといえば後まわしにされたとみられる。近世支配が崩壊し，地

主自作農の収益条件が急好転した19c後半には，居住に関する欲求水準が低く，しかもJ靴

の居住区が中間caste等に囲まれて連続的に拡大しにくく，加えて成人する子供の数が近代

化につれて加速的に増えたから，限られた敷地に共卓的拡大家族（shaInlat　ka　ghar：19））を

つくる必要も大きかったとみられる。拡大家族が増加するのは近代化の相当長期にわたるあ

る相であって，i現代でもこの相が連続しているとするのが適当である。

近代化が加速した同世代複夫婦家族への拡木傾向に比し，基礎家族に不婚成員を加える方

向は近代化以前からある伝統的な拡大傾向（Pradhan，1966：P．63）であると認められる。

J酢のjoint　family志向とよばれる傾向は，夫の年老いた片親（特に母親）を家族内にとり

こむ線型拡大傾向もふくめ，適齢期をすぎた未婚女性・塞婦等の近親不婚者，っまり性と

madtal　statusから家族外に社会的に評加されうる雇用の機会がなく経済的にも弱者たらざ

るをえない部分を家族内に収容する方向づけとみるべきである。公的社会福祉がないに等し

く，他方では身分の維持が最重要の社会目標である北イソド農村では，弱者である不婚老が

単独生活により，そのcasteに期待される地位を保てず，低いcasteに混入して身分関係を

混乱させる蛮態を防ぐには，家庭に多少の混乱と負担が生ずるにせよ，家族内に不婚者を収

容する以外の方策のないことが，この伝統的拡大傾向の背景にある。
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J母家族の伝統的構成が基礎家族十不婚近親者の形態をとり，単婚的だったことを以上か

ら結論できる。一組の夫婦の複数の息子が結婚し同居して二世代複夫婦家族形態をとること

があるが，父親の死去によりこの拡大形態は直ちに分裂をはじある。前近代的な生命状態で

は二人以上の息子が成人する確率が近代化開始以降に比して低く，また息子が結婚してから

父親が死去するまでの期間が比較的短いから，二世代複夫婦家族の出現率は予想外に低かっ

たと見積られる。分裂の第一段階は共卓性の喪失で「炉（chullah）分割」と表現される。共

卓性（cO㎜e圃ity）のある状態で嫁族繊員が一同1こ餓することがなし・のは前述した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ﾆおりであり，共卓性喪失を表現するのに炉分割が最もわかりやすいことがこの表現をとる

理由である2°）。炉分割が意味するのは食糧（主穀）備蓄の分割（Mandelbaum，1968；P．32）

で，これが結果的に農業経営分割を意味する播種用主穀分割でもあることが経済的には重要

である。

共卓性を喪失したniara　gha：19）は基礎家族的単位の集合した「家述合」にすぎない。この

段階では住居の共同があるが，第二段階に分裂が進み前述したmaidanの間仕切りをつくる

と共住性も喪失する21）。分裂の第三段階で公課負担・占有権登記が分割されると旧拡大家族

内の基礎家族的単位間の関係が消滅する。分裂の第一段階から第三段階への移行が非心理的

理由一一たとえば住居を新・増築しにくくする経済的要因一一によって妨げられる物と拡大

家族（一世代複夫婦型）が少しだけ長くつづく。このような要因が地域的に生じれば，その

地域全体で拡大家族の出現率が高まる。以上から明らかなように，J融の家族構成は近親不

婚者を収容する基礎家族が基本であり，一時的に拡大形態をとるだけである。Ja㌻以外の

casteでは一般に家族構成員数が経済的，人口学的条件から小さく，拡大形態をとることが

J碑よりももっと稀である。つまりDh琶deki一融lh帥Urには｛亘常的なjoint　familyが存在

しないと結論できる。たとえ一時的にせよ拡大家族を可能にする原則の究明は別稿で行なう

予定である。

註

1）現地語の語源を表示するときには，㈹アラビア語，㈲ペルシァ語，⑧サソスクリット等と表示す

る。現地語と標耶ヒソディー（st．　H，）の型が明瞭に異なるときには後者も併せてあげた。

2）この場合でも均等分割相統が行なわれ，両親とともに中心部にすみつづける末子の社会的地位が

高くなることがないから，「末子相纏」的であると考えるのは妥当でない。

3）　「渡さなくてはならない（dεn勘arUri　chahie）」とする規範がある。近親（兄弟・父の兄弟及び

その息子）に優先的に敷地を売却する理由として，感伽勺理由の他に，買いたたかない，相互に信用

がある（分割払いになることカ～多いので），の2つを村民はあげている。

4）Sa1且r（㈲命令者く亭a1且㈲）姓は北イソドでは歴史の古い苗字である（Baden－Powel1，1972；P．

122）が，現代のDh記磁iのSal訂達はUrd面風のこの黄字を嫌って，　Sikh　J寓風の‘Singh’で

代用している。

5）pardahは男性から女性を視覚的に隔離するための簿い布全般をさす（ショールもその一種）が，

同時に隔離規制，及び年齢秩序と組み合わさった規制複合全体を意味する。

6）J酢女性をさす」融niを用いて，　J5t－Ja‡niと表現するのがこうした場合の通例で，この衷現は

pardahのあらわれであって，ここでの考察と密接に関連するが，繁雑なので」融niを省略した。

7）この女性だけが家族の全男倥と顔をあわせられるので，g聴rで手をつかって作業しうる。

8）夫婦が夜間gh6r・gharに分かれて眠るので，昼間会うこととも関係がある。
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9）　r非常⊇1‘態」は「緊急panchayat」とよばれる。華者が見聞したのは2例だった。一っはJatが

牛車でCham義rをひいて重傷を負わせた事態に対処するために非形式的集会を開いた例である。も

う一つは村の澗囲の溜め池埋め立て後の土地分割が紛糾し，行政機関とのやりとりに対応して何回か

昼間の会合をくりかえしたあと，検察官が調停に来る前夜にひらかれた例である。

10）老人が⑬bai些詠kで食亦することはある。

11）pra皿5m㈲は企く用いられない。

12）　拡大家族内の人間闘係の特徴を男性観寮脅と未婚女性観察者が企く異なるものと報告しがちなの

・　はこのためである。

13）reference　termは標準Hindiとほぼ同穣である。第四図参照。

14）Hariyali　T了j前後のブラソコ遊び，　HOIiの前のqahadiが代表的である（cf・佐々木1981c：

P．21，28）。

15）家族男｛生以外がgharに全く入れないわけではない。現代では近代的職業をもつ同程度より上の

casteに属する主入の友人，たとえば大型農業機械の販売員・穀物商等をgharのrusaiで接待す

ることがある。この場合には家族男性が給仕し，寡は女性の姿を見ることも声を聞くこともできな

い。家族男性以外で伝統的にgharに入れたのは，嫁入女性の生蒙の父系親族のうち同世代かまたは

下の世代の男性である。祖父・父・父の（同居父方従）兄第はgharに入れない。嫁入女性の母方祖

父・母の（同居父方従）兄弟も入れない。ただし嫁入女性が危篤に陥った場合はこれらの人々の入家

が例外的に認められる．嫁入女性の（同居父方従）兄弟はgharで嫁入女性，その他の女性と話がで　　、

きるが，rusaiで会わなくてはならない。また当該女性の夫の（同居父方従）弟に嫁入した女性とは

同席できない。当該嫁入女性が死亡すると，その（兄居父方従）兄弟等はgharに入れなくなる。つ

まり，gharに入る姻族は一・代毎に更新される。

既婚女性は，隣近所の同casteのgharと生家のghar以外に入ることは原則としてないが・ZH・

SWFまたはSWB，　BWFまたはBWBのgharを訪問できる。それぞれのgharで，　W，　DM

またはZM，　DHまたはZHとみなされ，それぞれHより年長の男｛生，　SWFより年長の男性，　BW

より年長の男性とは同席できない。HZHのgharは，　HZの子供達からみて当該女性が通過儀礼上

重要なm亘miにあたるので，訪問が必要であるが，　HZHより年長の男性と同席できない。女挫が上

記の4つのgharで食⊇1‘する時にはそのgharの女性が給仕する。

16）同世代以上で年齢順位を表示しないのは嫁出女性と‘bhai’だけである。嫁出女性は生家の順位

から自由であり，‘bhai’はP砒互（SS）と同じく（Freed，1963；P．91），専ら拡大的に用いられ

（Eglar，1960｝P．108），家族内でreference・adress双方に使用されない，という理由から表示

しなくても差し支えない。なおeZH・yZHを区別するが，　ZHが拡大家族に加わるのは例外的であ

る。

17）雇用があれば中下層男性は昼間gharから離れ，夜間のみ収容する場所があれば充分だが・宰際　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　には失渠率が低くないから，男女とも狭いgharに残留する串は季節的には予想以上に高い。

18）農緊期に尿族女性の労働力を澱地に投入しないのは一見不合理にみえるが，いつれにせよ家族外

から労働力を雇入しなければならない農繁期の醍作粟を雇入労働者にまかせ，女性労働力を家畜の世

話にまわすのは全体的労働力供給の減少をもたらさない。また農閑期に女性蛍働力を農地に投入すれ

ば・家族外から雇入する必要が全くなくなるから・家族女腔労働力を農繁期には家内に優閑期には盤

地に投入するのは合理的でもある。

19）shamlat　ka　gllarは「shamlalt（P：ターパソ，帯をまいてとめるためのおりこみ）の（ように

まとまった）家族」という意味と考えられる。非共卓的な，つまり食事は別だが財産を共有している，

またはしていないで同じgharに住む拡大家族を皿iar且（niarna　r近づく」の受動分詞形）gha「

と呼ぶ（Sharma，　S．　P．，1973；p．91）。
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20）炉（chullah）に関する祭礼等が全くないことについては別稿（佐々木・1981　a・b）参照。つま

り炉分割は鍍礼的意味をもつ表現ではない。炉が設備としても極めて簡単なものであることを別稿で

述べる予定である。

21）既存の家のmaidanに壁をつくって分割する習慣は現代では広汎にみられる（Ahuja　1966；P・

34，Sharma，　S．　P．，1973；P。93）が，家屋様式からみてやや新しい現蟄ではないかと考えられる。

22）・宗教的起源をもつ心理的理由が重要であるかのような通念を集地調査で補強することはできなか

った。拡大家族の分裂過程を通じて嫁入女性間の対立（猛ha勾が働くとするのが一般的だが・むしろ

世帯主男性間の対立を実質的とみる（Pradhan，1963；P・62一石3）のが妥当である。
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